
本件に関する問合せ先

所属

氏名

TEL

FAX

Mail

部課名 総務部DX推進室

報道機関　各位

報道資料 令和5年5月26日

佐賀県鹿島市 Ｐｒｅｓｓ　ｒｅｌｅａｓｅ

0954-68-0140

件　　名

説　　明

別添資料 　

0954-63-2129

jouhou@city.saga-kashima,lg.jp

総務部DX推進室

松丸　環大

１　日　時 　　令和5年6月2日（金） 13時～13時30分

２　場　所 　　鹿島市役所 3階 庁議室

３　出席者　　鹿島DX研究会　会長　　　　白川　幸一郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 副会長　　 岩永　信二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   事務局長　打上　俊雄
　　　　　　 　　鹿島市長　松尾　勝利
　　　　　　　　 副市長　　 鳥飼　広敬
　　　　　　　　 総務部長　川原　逸生

４　連携内容
　（１）　DX、デジタル技術に関する調査、研究、情報収集、啓発活動
　（２）　地域の課題研究とDX活用による政策提言、課題解決
　（３）　利便性の高い行政サービスシステム構築と市民の利活用の推進
　（４）　DX人材育成、起業、新しいビジネスモデル構築による地域活性化
　（５）　国、県などの関係機関、各種団体との連携、協働による事業の推進

鹿島市と鹿島DX研究会の「誰一人取り残さない連携協定」締結式について
　～「人に優しいデジタルのまちづくり（鹿島モデル）」の実現に向けて～

概 要

　鹿島市では、デジタル技術を活用し、市民の利便性を向上させるとともに、庁内業
務の効率化を図り、人的資源を行政サービスの更なる向上に繋げることを目的とし
たデジタル・トランスフォーメーション（以下「DX」という。）を推進しています。
　本市のDX推進に向けた取組を強化するため、市内30以上の民間企業に勤める
方々で組織され、DXで自発的なまちづくりを目指している鹿島DX研究会と「誰一人
取り残さない連携協定」を締結することとしました。
　この協定により、官民連携して、市民を支える仕組みを構築し、「誰一人取り残さ
ない地域づくり」「自発・自立・自走の地域づくり」に向けて、具体的な施策を効果的
に展開します。

あり なし
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×

ＤＸ連携協定を締結します

～ 誰一人取り残さない連携協定 ～

【官民連携「人に優しいデジタルのまちづくり（鹿島モデル）」の実現】



鹿島市民

・行政サービスの充実
・市民生活の向上
・地域の活力の創出

【行政サービス構築】

鹿島市役所
（誰一人取り残さないデジタル政策）

【住民利活用支援】

鹿島ＤＸ研究会

（デジタル庁デジタル社会
推進奨励賞受賞）

連携

◆時代の背景：
デジタル田園都市国家構想始動

〇R3.9デジタル庁が発足。全国的
に「デジタル田園都市国家構想」
が動きだし、加速度的にデジタル
社会が到来

◆現状の課題：
利用者側のＩＴ利活用教育不足

（デジタルデバイド／情報格差対策必要）

〇近年のスマートフォンの普及、高
齢者の所有率も向上

〇一方で、まだまだ使いこなせる段
階までには至っていない状況

官民連携「人に優しいデジタルのまちづくり（鹿島モデル）」の実現

自発、自立、自走の
地域づくり

鹿島市と鹿島DX研究会が連携して「人に優しいデジタルのまちづくり」に取り組む


